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オリジナルArduino互換！
KiCadプリント基板作り入門 

あのクセスゴ形状も対応！
コネクタ位置調整・ロゴ入れまで

プリント基板ツール活用コーナ

（a）�KiCadで基板レイアウトを製作し，
基板製造メーカに発注した

（b）部品実装後の基板

写真1　クセスゴの形状もそのままに！ オリジナルのArduino互換マイコン・ボードをKiCadで作ってみる

　本稿では，簡易Arduino互換マイコン・ボード（写
真1）の製作を通して，異形，コネクタ位置指定，ロ
ゴ入れなど入門より1歩進んだ基板を作るときに役立
つKiCad（のPCBエディタ）の機能まで紹介します．
　外形の作成，部品の配置，配線，仕上げといった作
業のなかで，それぞれの工程で押さえておきたい
KiCadの基本的なテクニック，使いどころを示します．
　なお，完成したデータは本誌ダウンロード・コーナ

（https://toragi.cqpub.co.jp/download2024/）から入手
できます．

できると便利！
Arduino互換マイコン・ボードの自作

　今回製作するのは，Arduino duemilanoveを参考に，
一部回路を省略したArduino互換マイコン・ボードで
す．形状やコネクタ位置に特徴があります．
　Arduino duemilanoveは古い世代のモデルですが，
現行のUno R3と機能的に大きな差はありません．最
新のArduinoの開発環境でもサポートは継続しており，
Uno R3よりも部品が入手しやすく，互換機を自作し
やすいです．Arduino duemilanoveの回路は以下の
URLから参照できます．
https://www.arduino.cc/en/uploads/Main/arduino −
duemilanove−schematic.pdf

製作するArduino回路

　今回製作する簡易版Arduino互換マイコン・ボード
は，Arduino duemilanoveの回路から電源回路を省略
したものです．回路を図1に示します．

● プログラムのUSB書き込みは必須機能
　Arduinoは，外部の装置なしにマイコンにプログラ
ムを書き込めることが利点の1つです．書き込みのた
めに必要なマイコンのリセット機能は，USB−シリア
ル変換IC FT232RL（FTDI）のDTRの信号線で制御し
ています．DTRはパソコン側から“H”/“L”が制御でき
る端子で，プログラムを書き込む直前にパソコン側か
ら“L”にしてマイコンをリセットしています．
　DTRを“L”にすると，DTRとRESETの間のコンデ
ンサが充電され，一定時間後にはRESETに印加され
る電圧は5 Vに戻ります．すると，リセットが解除さ
れてプログラムを書き込めるようになります．
　ハードウェアの工夫と連携したソフトウェアによっ
て，簡単に自分のプログラムを動かすことができるの
がArduinoの特徴です．
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